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(57)【要約】
【課題】光源の点灯時に、ＴＦＴ液晶パネルに形成され
た画像のコントラスト差がユーザに視認されないように
する。
【解決手段】電子装置（腕時計１）は、ＴＦＴ液晶パネ
ル２１と、ＴＦＴ液晶パネルの背面に照射される光（バ
ックライト）を発する光源２９と、ＴＦＴ液晶パネルの
コモン電極に入力されるコモン信号ＶＣＯＭを生成する
コモン信号生成部３６と、を備えている。コモン信号生
成部は、光源の未点灯時と点灯時とで異なる波形のコモ
ン信号を生成する。例えば、コモン信号生成部は、光源
の未点灯時に、第１の周波数以下となる低周波数での周
期的な電圧の反転制御が行われた波形の信号をコモン信
号として生成し、一方、光源の点灯時に、周期的な電圧
の反転制御が停止された波形の信号をコモン信号として
生成する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＴＦＴ液晶パネルと、
　前記ＴＦＴ液晶パネルの背面に照射される光を発する光源と、
　前記ＴＦＴ液晶パネルのコモン電極に入力されるコモン信号を生成するコモン信号生成
部と、を備え、
　前記コモン信号生成部は、前記光源の未点灯時と点灯時とで異なる波形のコモン信号を
生成することを特徴とする電子装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子装置において、
　前記コモン信号生成部は、前記光源の未点灯時に、第１の周波数以下となる低周波数で
の周期的な電圧の反転制御が行われた波形の信号を前記コモン信号として生成し、一方、
前記光源の点灯時に、周期的な電圧の反転制御が停止された波形の信号を前記コモン信号
として生成することを特徴とする電子装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の電子装置において、
　前記コモン信号生成部は、前記光源の未点灯時に、第１の周波数以下となる低周波数で
の電圧の反転制御が行われた信号を前記コモン信号として生成し、一方、前記光源の点灯
時に、前記第１の周波数より高い第２の周波数以上となる高周波数での電圧の反転制御が
行われた信号を前記コモン信号として生成することを特徴とする電子装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の電子装置において、
　前記光源の点灯時間は、１秒から５秒までの間のいずれかの時間であることを特徴とす
る電子装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の電子装置を備えた電子時計。
【請求項６】
　ＴＦＴ液晶パネルと、前記ＴＦＴ液晶パネルの背面に照射される光を発する光源と、を
備える電子装置の制御部が、前記光源の未点灯時と点灯時とで異なる波形のコモン信号を
生成して、前記ＴＦＴ液晶パネルのコモン電極に出力する工程を含むことを特徴とする表
示制御方法。
【請求項７】
　ＴＦＴ液晶パネルと、前記ＴＦＴ液晶パネルの背面に照射される光を発する光源と、を
備える電子装置の制御部に、前記光源の未点灯時と点灯時とで異なる波形のコモン信号を
生成させて、前記ＴＦＴ液晶パネルのコモン電極に出力させる工程を行わせるプログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子装置、電子時計、表示制御方法、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、電子時計や携帯型ＩＣレコーダー等の様々な電子装置の表示部には、光半透過
型の液晶表示装置が用いられている。光半透過型の液晶表示装置は、液晶パネルと、バッ
クライト用の光源とを内蔵している（例えば、特許文献１参照）。光半透過型の液晶表示
装置は、明るい場所では外光を利用して液晶パネルに形成された画像を視認可能な状態に
し、暗い場所では光源を点灯させて光源から発せられるバックライトを利用して液晶パネ
ルに形成された画像を視認可能な状態にする。
【０００３】
　ところで、特に、電子時計や携帯型ＩＣレコーダー等の、バッテリ駆動型の電子装置で
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は、連続使用可能時間を長期化させるために、表示部での消費電力を低減することが要望
されている。そこで、バッテリ駆動型の電子装置では、低消費電力型のＴＦＴ（Thin Fil
m Transistor）液晶パネルを搭載した液晶表示装置が用いられつつある。
【０００４】
　低消費電力型のＴＦＴ液晶パネルを搭載した液晶表示装置は、ＴＦＴ液晶パネルのコモ
ン電極に入力するコモン信号（ただし、「ＬＣＤコモン電源入力信号」と称される場合も
ある）の反転周期を長くして（つまり、コモン信号の周波数を下げて）、コモン信号の低
電流化を図ることにより、低消費電力を実現している。
【０００５】
　しかしながら、このような液晶表示装置は、ある長さ以上にコモン信号の反転周期を長
くすると（つまり、ある値以下にコモン信号の周波数を下げると）、コモン信号の反転時
に、ＴＦＴ液晶パネルに反転前に形成された画像のコントラストと反転後に形成された画
像のコントラストとの差（以下、「コントラスト差」とする）が増大して、画像のコント
ラスト差がユーザに視認されてしまうことがあった。そこで、近年では、コモン信号の反
転時のコントラスト差をある程度抑制するＴＦＴ液晶パネルを搭載した液晶表示装置が開
発されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１３－２０５６８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、近年開発されたコモン信号の反転時のコントラスト差をある程度抑制す
るＴＦＴ液晶パネルを搭載した液晶表示装置であっても、強い光がＴＦＴ液晶パネルに当
たった場合に、光によって画像のコントラスト差が強調されてしまい、その結果、依然と
して画像のコントラスト差がユーザに視認されてしまうことがあった。したがって、電子
装置は、このようなＴＦＴ液晶パネルを搭載した液晶表示装置を表示部として用いる場合
であっても、依然として、光源の点灯時に、ＴＦＴ液晶パネルに形成された画像のコント
ラスト差がユーザに視認されることがあった。
【０００８】
　なお、「強い光がＴＦＴ液晶パネルに当たった場合」とは、例えば、液晶表示装置が電
子時計の表示部に用いられていて、夜中に、ユーザが時刻を確認するために、バックライ
ト用の光源を点灯して表示部を見る場合等がある。このような場合に、液晶表示装置は、
光源から発せられた光（バックライト）でＴＦＴ液晶パネルに形成された画像のコントラ
スト差がユーザに視認される程に強調されてしまい、その結果、ユーザに違和感を与える
画像を表示してしまうことがある。
【０００９】
　本発明の課題は、光源の点灯時に、ＴＦＴ液晶パネルに形成された画像のコントラスト
差がユーザに視認されないようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決するために、本発明の第１の観点に係る電子装置は、ＴＦＴ液晶パ
ネルと、前記ＴＦＴ液晶パネルの背面に照射される光を発する光源と、前記ＴＦＴ液晶パ
ネルのコモン電極に入力されるコモン信号を生成するコモン信号生成部と、を備え、前記
コモン信号生成部は、前記光源の未点灯時と点灯時とで異なる波形のコモン信号を生成す
ることを特徴とする。
【００１１】
　この電子装置は、光源の未点灯時に、低消費電力に対応した画像表示を行い、一方、光
源の点灯時に、コントラスト差の低減に対応した画像表示を行うことができる。そのため
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、この電子装置は、光源の点灯時に、ＴＦＴ液晶パネルに形成された画像のコントラスト
差がユーザに視認されないようにすることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、光源の点灯時に、ＴＦＴ液晶パネルに形成された画像のコントラスト
差がユーザに視認されないようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施形態１に係る電子装置の外観を示す概略図である。
【図２】実施形態１に係る電子装置の内部構成を示すブロック図である。
【図３】実施形態１に係る表示部の断面構成を示す模式断面図である。
【図４】実施形態１に係る表示部の回路構成を示す模式回路図である。
【図５】実施形態１に係る電子装置の動作を示す信号波形図である。
【図６】実施形態１に係る電子装置の動作を示すフローチャートである。
【図７】実施形態２に係る電子装置の動作を示す信号波形図である。
【図８】実施形態２に係る電子装置の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態（以下、「本実施形態」と称する）につき
詳細に説明する。なお、各図は、本発明を十分に理解できる程度に、概略的に示してある
に過ぎない。よって、本発明は、図示例のみに限定されるものではない。また、各図にお
いて、共通する構成要素や同様な構成要素については、同一の符号を付し、それらの重複
する説明を省略する。
【００１５】
　［実施形態１］
　＜電子装置の構成＞
　以下、図１及び図２を参照して、本実施形態１に係る電子装置の構成につき説明する。
ここでは、本実施形態１に係る電子装置がバッテリ駆動型の電子時計（例えば、腕時計）
であるものとして説明する。図１は、本実施形態１に係る電子装置の一例としての腕時計
１の外観を示す概略図である。図２は、腕時計１の内部構成を示すブロック図である。
【００１６】
　図１に示すように、本実施形態１に係る電子装置の一例としての腕時計１は、外観構成
として、押下操作と回転操作とが可能なロータリースイッチＲＳＷと、押下操作が可能な
プッシュスイッチ１ＳＷ，２ＳＷ，３ＳＷ，４ＳＷと、各種情報を表示する表示部１１と
、を有している。表示部１１は、低消費電力型のＴＦＴ（Thin Film Transistor）液晶パ
ネルが搭載された液晶表示装置によって構成されている。
【００１７】
　図２に示すように、腕時計１は、内部構成として、各部の動作を制御する制御部２と、
各種プログラムや情報が記憶される記憶部３と、他の装置（例えば、スマートフォン等）
と通信する通信部４と、ＧＰＳ衛星から現在地点情報を取得するＧＰＳレシーバ５と、地
磁気を検知する磁気センサ６と、時間を計測する計時回路７と、を有している。
【００１８】
　制御部２は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）によって構成され、記憶部３のＲＯ
Ｍ（Read Only Memory）（図示せず）に記憶された制御プログラムを実行する。
【００１９】
　記憶部３は、ＲＯＭ（図示せず）とＲＡＭ（Radom Access Memory）（図示せず）等で
構成され、制御部２に実行される制御プログラムを予め記憶している。
【００２０】
　通信部４は、無線又は有線で他の装置（例えば、スマートフォン等）と通信する。本実
施形態では、通信部４は、ＢＬＥ（Bluetooth Low Energy）（登録商標）通信機能を有し
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ており、ＢＬＥ通信機能を利用して他の装置と通信するものとして説明する。
【００２１】
　＜表示部の構成＞
　以下、図３及び図４を参照して、表示部１１の構成につき説明する。図３は、表示部１
１の断面構成を示す模式断面図である。図４は、表示部１１の回路構成を示す模式回路図
である。
【００２２】
　図３に示すように、表示部１１は、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）液晶パネル２１と
、光（バックライト）をＴＦＴ液晶パネル２１の背面に導く導光板２７と、ＴＦＴ液晶パ
ネル２１の背面に照射される光（バックライト）を発する光源２９と、を備えている。
【００２３】
　ＴＦＴ液晶パネル２１は、上偏光板２２と、上ガラス基板２３と、液晶層２４と、下ガ
ラス基板２５と、下偏光板２６と、が積層されている。
　上偏光板２２は、上ガラス基板２３の上方に配置された、偏光用の板状部材である。
　上ガラス基板２３は、液晶層２４の上方に配置された、ガラス基板である。
　液晶層２４は、液晶が封入された層である。
　下ガラス基板２５は、液晶層２４の下方に配置された、ガラス基板である。
　下偏光板２６は、下ガラス基板２５の下方に配置された、偏光用の板状部材である。
【００２４】
　液晶層２４は、上ガラス基板２３と下ガラス基板２５との間に配置されており、シール
材２８によって封止されている。上ガラス基板２３の下面（液晶層２４に対向する面）側
には、透明電極であるコモン電極２３ａが配置されている。また、下ガラス基板２５の上
面（液晶層２４に対向する面）側には、透明電極である画素電極２５ａと、ＴＦＴ（Thin
 Film Transistor）２５ｂと、が配置されている。
【００２５】
　本実施形態では、表示部１１のＴＦＴ液晶パネル２１は、時計ケース１ｂの内部に収納
され、時計ガラス１ａで上方をカバーされている。時計ケース１ｂは、腕時計１の筺体で
ある。時計ガラス１ａは、腕時計１のカバー部材である。
【００２６】
　ＴＦＴ液晶パネル２１の下方には、導光板２７が配置され、また、導光板２７の側方に
は、バックライト用の光源２９が配置されている。光源２９は、点灯指示用のスイッチで
点灯操作されると、その点灯操作に応答して点灯する。本実施形態では、光源２９の点灯
指示用のスイッチがプッシュスイッチ４ＳＷであり、光源２９の点灯操作がプッシュスイ
ッチ４ＳＷの押下操作であるものとして説明する。そして、光源２９は、プッシュスイッ
チ４ＳＷが押下された場合に、一定時間（例えば、１．５～３秒間）点灯し、その後に、
自動的に消灯する。
【００２７】
　なお、本実施形態では、１回の点灯操作（１回のプッシュスイッチ４ＳＷの押下操作）
における光源２９の点灯時間が１．５秒から３秒までの間のいずれかの時間に設定されて
いるとして説明する。しかしながら、１回の点灯操作における光源２９の点灯時間はこれ
に限らない。例えば、点灯時間は、１秒から５秒までの間のいずれかの時間に設定するこ
とができる。
【００２８】
　本実施形態に係るＴＦＴ液晶パネル２１には、低消費電力型のパネルが用いられている
。そして、腕時計１は、ＴＦＴ液晶パネル２１のコモン電極２３ａに入力するコモン信号
ＶＣＯＭの反転周期を長くして（つまり、コモン信号ＶＣＯＭの周波数を下げて）、コモ
ン信号ＶＣＯＭの低電流化を図ることにより、低消費電力を実現している。
【００２９】
　例えば、低消費電力型になっていないＴＦＴ液晶パネルでは、コモン信号ＶＣＯＭの周
波数が５０～７０Ｈｚの値（例えば、６４Ｈｚ）になっている。これに対して、低消費電
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力型になっている本実施形態に係るＴＦＴ液晶パネル２１では、コモン信号ＶＣＯＭの周
波数が１Ｈｚ以下の値（例えば、０．５Ｈｚ）になっている。
【００３０】
　図４に示すように、腕時計１は、表示部１１の中に、ＴＦＴ液晶パネル２１と、光源２
９と、コントローラ３１と、信号ドライバ３２と、走査ドライバ３３と、コモン信号生成
部３６と、を有している。また、腕時計１は、制御部２の中に検知部３７を有している。
【００３１】
　コントローラ３１は、水平制御信号を生成して信号ドライバ３２に出力するとともに、
垂直制御信号を生成して信号ドライバ３２に出力する。水平制御信号は、信号ドライバ３
２の動作を制御する信号である。垂直制御信号は、走査ドライバ３３の動作を制御する信
号である。
【００３２】
　また、コントローラ３１は、コモン信号生成指示信号を生成して、コモン信号生成部３
６に出力する。コモン信号生成指示信号は、コモン信号ＶＣＯＭの生成をコモン信号生成
部３６に指示する信号である。コモン信号生成部３６は、コモン信号生成指示信号に応答
してコモン信号ＶＣＯＭを生成してＴＦＴ液晶パネル２１のコモン電極２３ａに出力する
。その際に、コモン信号生成部３６は、検知部３７から後記する停止信号が入力されてい
なければ、低消費電力に対応したコモン信号ＶＣＯＭを生成する。一方、コモン信号生成
部３６は、検知部３７から後記する停止信号が入力されていれば、コントラスト差の低減
に対応したコモン信号ＶＣＯＭを生成する。ここで、低消費電力に対応したコモン信号Ｖ
ＣＯＭは、電圧の反転制御が行われた波形の信号である。一方、コントラスト差の低減に
対応したコモン信号ＶＣＯＭは、電圧の反転制御が停止された波形の信号である。
【００３３】
　信号ドライバ３２は、ＲＢＧ信号をＴＦＴ液晶パネル２１に出力する。ＲＢＧ信号は、
各画素におけるＲＢＧの階調を表すアナログの電圧信号である。
【００３４】
　走査ドライバ３３は、走査信号（スキャンパルス）を生成してＴＦＴ液晶パネル２１に
出力する。走査信号は、ハイレベル又はローレベルのデジタルの電圧信号である。
【００３５】
　コモン信号生成部３６は、コモン信号ＶＣＯＭを生成してＴＦＴ液晶パネル２１のコモ
ン電極２３ａに出力する。コモン信号ＶＣＯＭは、ハイレベル又はローレベルのデジタル
の電圧信号である。
【００３６】
　検知部３７は、光源２９の点灯操作が検知された場合に、それを検知する機能手段であ
る。検知部３７は、光源２９の点灯操作が検知された場合に、電圧の反転制御の停止を指
示する停止信号を生成してコモン信号生成部３６に出力する。この場合に、コモン信号生
成部３６は、コントラスト差の低減に対応したコモン信号ＶＣＯＭを生成する。
【００３７】
　コントローラ３１から信号ドライバ３２に出力される水平制御信号には、クロック信号
や前記したＲＢＧ信号、イネーブル信号ＥＮＢＳ等が含まれている。イネーブル信号ＥＮ
ＢＳは、信号ドライバ３２の出力タイミングを制御する信号である。イネーブル信号ＥＮ
ＢＳは、画像データの水平成分の書き換えを活性化させる水平書き換え活性信号として機
能する。
【００３８】
　コントローラ３１から走査ドライバ３３に出力される垂直制御信号には、クロック信号
や、イネーブル信号ＥＮＢＧ等が含まれている。イネーブル信号ＥＮＢＧは、走査ドライ
バ３３の出力タイミングを制御する信号である。イネーブル信号ＥＮＢＧは、画像データ
の垂直成分の書き換えを活性化させる垂直書き換え活性信号として機能する。
【００３９】
　＜腕時計の動作＞
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　本実施形態１に係る腕時計１は、光源２９の未点灯時と点灯時とで異なる波形のコモン
信号ＶＣＯＭがＴＦＴ液晶パネル２１のコモン電極２３ａに入力されるように構成したこ
とを特徴にしている。
【００４０】
　以下、図５及び図６を参照して、腕時計１の動作につき説明する。図５は、腕時計１の
動作を示す信号波形図である。図６は、腕時計１の動作を示すフローチャートである。
【００４１】
　図５（ａ）は、光源２９の未点灯時における、イネーブル信号ＥＮＢＧ、イネーブル信
号ＥＮＢＳ、及びコモン信号ＶＣＯＭの信号波形を示している。一方、図５（ｂ）は、光
源２９の点灯時における、イネーブル信号ＥＮＢＧ、イネーブル信号ＥＮＢＳ、及びコモ
ン信号ＶＣＯＭの信号波形を示している。
【００４２】
　図５（ａ）に示すように、光源２９の未点灯時では、コモン信号ＶＣＯＭは、ハイレベ
ルとローレベルとが交互に切り替わるように、電圧の反転制御が行われた信号になってい
る。コモン信号ＶＣＯＭのハイレベル時間とローレベル時間は、同じになっている。
【００４３】
　なお、図５（ａ）において、時間ｔｃＶＣＯＭは、コモン信号ＶＣＯＭの反転周期を示
している。
　時間ｔｒＶＣＯＭは、コモン信号ＶＣＯＭの立ち上がり時間を示している。
　時間ｔｓＶＣＯＭは、コモン信号ＶＣＯＭの立ち上がりが終了してから、ＴＦＴ液晶パ
ネル２１での画像データの書き換えが可能になるまでの設定時間を示している。
　時間ｔｈＶＣＯＭは、ＴＦＴ液晶パネル２１での画像データの書き換えが終了してから
、コモン信号ＶＣＯＭの立ち下がりを開始するまでの設定時間を示している。
　時間ｔｆＶＣＯＭは、コモン信号ＶＣＯＭの立ち下がり時間を示している。
【００４４】
　本実施形態では、コモン信号ＶＣＯＭの反転周期が２秒であるものとして（つまり、コ
モン信号ＶＣＯＭの周波数が０．５Ｈｚであるものとして）説明する。
【００４５】
　図５（ｂ）に示すように、光源２９の点灯時では、コモン信号ＶＣＯＭは、電圧のハイ
レベルとローレベルとの反転制御が停止された信号（つまり、０Ｈｚの周波数の信号）に
なっている。
【００４６】
　電圧の反転制御が停止されたコモン信号ＶＣＯＭ（つまり、０Ｈｚの周波数のコモン信
号ＶＣＯＭ）は、信号の立ち上がり及び信号の立ち下がりが存在しないため、ＴＦＴ液晶
パネル２１に形成された画像のコントラスト差を強調させない信号になっている。
【００４７】
　図６に示すように、腕時計１は、表示部１１に画像を表示する場合及び表示部１１に表
示された画像を更新する場合に、ステップＳ１０５乃至ステップＳ１２５の処理を行う。
ここでは、例えば、腕時計１のユーザが、夜中に時刻を確認するために、バックライト用
の光源２９を点灯させて腕時計１の表示部１１に表示された画像を見る場合を想定して説
明する。
【００４８】
　まず、検知部３７は、光源２９の点灯指示用のスイッチであるプッシュスイッチ４ＳＷ
の状態を監視しており、光源２９の点灯操作が検知されたか否かを判定する（ステップＳ
１０５）。
【００４９】
　ステップＳ１０５の判定で、光源２９の点灯操作が検知されていない場合（“Ｎｏ”の
場合）に、コモン信号生成部３６は、ハイレベルとローレベルとが交互に切り替わるよう
に、電圧の反転制御が行われたコモン信号ＶＣＯＭ（図５（ａ）参照）を生成して、ＴＦ
Ｔ液晶パネル２１のコモン電極２３ａに出力する（ステップＳ１１０）。その結果、表示
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部１１は、低消費電力に対応した表示を行う（ステップＳ１１５）。
【００５０】
　一方、ステップＳ１０５の判定で、光源２９の点灯操作が検知された場合（“Ｙｅｓ”
の場合）に、コモン信号生成部３６は、電圧の反転制御が停止されたコモン信号ＶＣＯＭ
（図５（ｂ）参照）を生成して、ＴＦＴ液晶パネル２１のコモン電極２３ａに出力する（
ステップＳ１２０）。その結果、表示部１１は、コントラスト差低減に対応した表示を行
う（ステップＳ１２５）。
【００５１】
　なお、本実施形態では、コモン信号ＶＣＯＭの反転制御の停止時間は、光源２９の点灯
時間とほぼ同じ時間である１．５～３秒間（厳密には、若干長い時間）に設定されている
。
【００５２】
　係る構成において、表示部１１のコモン信号生成部３６は、光源２９の未点灯時に、第
１の周波数以下となる低周波数（例えば、１Ｈｚ以下となる０．５Ｈｚの周波数）での周
期的な電圧の反転制御が行われた信号をコモン信号ＶＣＯＭとして生成し、一方、光源２
９の点灯時に、周期的な電圧の反転制御が停止された信号をコモン信号ＶＣＯＭとして生
成する。
【００５３】
　つまり、コモン信号生成部３６は、光源２９の未点灯時に、低消費電力に対応した波形
の信号を生成し、一方、光源２９の点灯時に、ＴＦＴ液晶パネル２１に形成された画像の
コントラスト差の低減に対応した波形の信号を生成する。
【００５４】
　その結果、表示部１１は、光源２９の未点灯時に、低消費電力に対応した画像表示を行
い、一方、光源２９の点灯時に、コントラスト差の低減に対応した画像表示を行う。
【００５５】
　このような腕時計１は、光源２９の点灯時に、光源２９から発せられた光（バックライ
ト）でＴＦＴ液晶パネル２１に形成された画像のコントラスト差が強調されないようにす
ることができる。そのため、腕時計１は、光源２９の点灯時に、ＴＦＴ液晶パネル２１に
形成された画像のコントラスト差がユーザに視認されないようにすることができる。その
結果、腕時計１は、光源２９の点灯時に、ユーザに違和感を与えない画像を表示部１１に
表示することができる。
【００５６】
　なお、光源２９は、一定期間（例えば、６秒）以上連続して点灯すると、輝度が低下す
ることがある。しかしながら、本実施形態では、コモン信号ＶＣＯＭの反転制御の停止時
間がそれよりも短い時間（例えば、１．５～３秒間）に設定されているため、表示部１１
に表示される画像は、光源２９の輝度の低下による影響を受けることがない。したがって
、本実施形態では、表示部１１は、コモン信号ＶＣＯＭの電圧の反転制御を停止しても、
光源２９の輝度の低下による影響を画像に与えないようにすることができる。
【００５７】
　以上の通り、本実施形態１に係る電子装置である腕時計（電子時計）１によれば、光源
２９の点灯時に、ＴＦＴ液晶パネル２１に形成された画像のコントラスト差がユーザに視
認されないようにすることができる。
【００５８】
　［実施形態２］
　本実施形態２では、構成自体は前記した実施形態１と同じであるが、コモン信号生成部
３６の動作が異なる腕時計１を提供する。
【００５９】
　以下、図７及び図８を参照して、本実施形態２の腕時計１の動作につき説明する。図７
は、本実施形態２の腕時計１の動作を示す信号波形図である。図８は、本実施形態２の腕
時計１の動作を示すフローチャートである。
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【００６０】
　ここでは、本実施形態２の動作について、実施形態１と相違する動作を重点的に説明す
る。したがって、実施形態１と同様の動作（図５及び図６参照）については、前記した実
施形態１の動作を本実施形態２の動作に読み替えるものとし、その詳細な説明を省略する
。
【００６１】
　図５に示すように、実施形態１では、コモン信号生成部３６が、光源２９の未点灯時に
、１Ｈｚ以下の周波数（例えば、０．５Ｈｚの周波数）での電圧の反転制御が行われた信
号をコモン信号ＶＣＯＭとして生成し、一方、光源２９の点灯時に、電圧の反転制御が停
止された信号をコモン信号ＶＣＯＭとして生成している。
【００６２】
　これに対し、図７に示すように、本実施形態２では、コモン信号生成部３６が、光源２
９の未点灯時に、１Ｈｚ以下の周波数（例えば、０．５Ｈｚの周波数）での電圧の反転制
御が行われた信号をコモン信号ＶＣＯＭとして生成し、一方、光源２９の点灯時に、５０
Ｈｚ～７０Ｈｚの周波数（例えば、６４Ｈｚの周波数）での電圧の反転制御が行われた信
号をコモン信号ＶＣＯＭとして生成する。
【００６３】
　５０Ｈｚ～７０Ｈｚの周波数（例えば、６４Ｈｚの周波数）での電圧の反転制御が行わ
れたコモン信号ＶＣＯＭは、信号の立ち上がり及び信号の立ち下がりが画像データの書き
換えタイミングに重なり難いため、ＴＦＴ液晶パネル２１に形成された画像のコントラス
ト差を強調させ難い信号になっている。
【００６４】
　図８に示すように、本実施形態２では、実施形態１（図６参照）と同様に、ステップＳ
１１０の代わりに、ステップＳ１１０ａの処理を行うとともに、ステップＳ１２０の代わ
りに、ステップＳ１２０ａの処理を行う点で相違している。
【００６５】
　例えば、本実施形態２では、ステップＳ１１０ａにおいて、コモン信号生成部３６は、
第１の周波数以下となる低周波数（例えば、１Ｈｚ以下となる０．５Ｈｚの周波数）での
電圧の反転制御が行われたコモン信号ＶＣＯＭ（図７（ａ）参照）を生成して、ＴＦＴ液
晶パネル２１のコモン電極２３ａに出力する。その結果、腕時計１は、ステップＳ１１５
において、低消費電力に対応した表示を行う。
【００６６】
　また、本実施形態２では、ステップＳ１２０ａにおいて、コモン信号生成部３６は、第
１の周波数より高い第２の周波数以上となる高周波数（例えば、５０Ｈｚ以上となる６４
Ｈｚの周波数）での電圧の反転制御が行われたコモン信号ＶＣＯＭ（図７（ｂ）参照）を
生成して、ＴＦＴ液晶パネル２１のコモン電極２３ａに出力する。その結果、腕時計１は
、ステップＳ１２５において、コントラスト差低減に対応した表示を行う。
【００６７】
　このような本実施形態２は、実施形態１と同様に、光源２９の点灯時に、光源２９から
発せられた光（バックライト）でＴＦＴ液晶パネル２１に形成された画像のコントラスト
差が強調されないようにすることができる。そのため、本実施形態２は、光源２９の点灯
時に、ＴＦＴ液晶パネル２１に形成された画像のコントラスト差がユーザに視認されない
ようにすることができる。
【００６８】
　以上の通り、本実施形態２によれば、実施形態１と同様に、光源２９の点灯時に、ＴＦ
Ｔ液晶パネル２１に形成された画像のコントラスト差がユーザに視認されないようにする
ことができる。
【００６９】
　なお、本発明は、前記した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱し
ない範囲で種々の変更や変形を行うことができる。
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　例えば、前記した実施形態は、本発明の要旨を分かり易く説明するために詳細に説明し
たものである。そのため、本発明は、必ずしも説明した全ての構成要素を備えるものに限
定されるものではない。また、本発明は、ある構成要素に他の構成要素を追加したり、一
部の構成要素を他の構成要素に変更したりすることができる。また、本発明は、一部の構
成要素を削除することもできる。
【００７０】
　本発明は、腕時計等の電子時計に限らず、表示部での消費電力を低減することが要望さ
れるバッテリ駆動型の電子装置に適用することができる。そのような電子装置としては、
腕時計等の電子時計以外に、例えば、ＩＣレコーダーや、体温計、心拍計、満腹計、ビデ
オカメラ等がある。
【００７１】
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
　［付記］
《請求項１》
　ＴＦＴ液晶パネルと、
　前記ＴＦＴ液晶パネルの背面に照射される光を発する光源と、
　前記ＴＦＴ液晶パネルのコモン電極に入力されるコモン信号を生成するコモン信号生成
部と、を備え、
　前記コモン信号生成部は、前記光源の未点灯時と点灯時とで異なる波形のコモン信号を
生成することを特徴とする電子装置。
《請求項２》
　請求項１に記載の電子装置において、
　前記コモン信号生成部は、前記光源の未点灯時に、第１の周波数以下となる低周波数で
の周期的な電圧の反転制御が行われた波形の信号を前記コモン信号として生成し、一方、
前記光源の点灯時に、周期的な電圧の反転制御が停止された波形の信号を前記コモン信号
として生成することを特徴とする電子装置。
《請求項３》
　請求項１に記載の電子装置において、
　前記コモン信号生成部は、前記光源の未点灯時に、第１の周波数以下となる低周波数で
の電圧の反転制御が行われた信号を前記コモン信号として生成し、一方、前記光源の点灯
時に、前記第１の周波数より高い第２の周波数以上となる高周波数での電圧の反転制御が
行われた信号を前記コモン信号として生成することを特徴とする電子装置。
《請求項４》
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の電子装置において、
　前記光源の点灯時間は、１秒から５秒までの間のいずれかの時間であることを特徴とす
る電子装置。
《請求項５》
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の電子装置を備えた電子時計。
《請求項６》
　ＴＦＴ液晶パネルと、前記ＴＦＴ液晶パネルの背面に照射される光を発する光源と、を
備える電子装置の制御部が、前記光源の未点灯時と点灯時とで異なる波形のコモン信号を
生成して、前記ＴＦＴ液晶パネルのコモン電極に出力する工程を含むことを特徴とする表
示制御方法。
《請求項７》
　ＴＦＴ液晶パネルと、前記ＴＦＴ液晶パネルの背面に照射される光を発する光源と、を
備える電子装置の制御部に、前記光源の未点灯時と点灯時とで異なる波形のコモン信号を
生成させて、前記ＴＦＴ液晶パネルのコモン電極に出力させる工程を行わせるプログラム
。
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【符号の説明】
【００７２】
　１　　腕時計（電子装置の一例としての電子時計）
　１ａ　　時計ケース（筐体）
　１ｂ　　時計ガラス（カバー部材）
　２　　制御部
　３　　記憶部
　４　　通信部
　５　　ＧＰＳレシーバ
　６　　磁気センサ
　７　　計時回路
　１１　　表示部
　２１　　ＴＦＴ液晶パネル
　２２　　上偏光板
　２３　　上ガラス基板
　２３ａ　　コモン電極
　２４　　液晶層
　２５　　下ガラス基板
　２５ａ　　画素電極
　２５ｂ　　ＴＦＴ
　２６　　下偏光板
　２７　　導光板
　２８　　シール材
　２９　　ＬＥＤ（光源）
　３１　　コントローラ
　３２　　信号ドライバ
　３３　　走査ドライバ
　３６　　コモン信号生成部
　３７　　検知部
　ＲＳＷ　　ロータリーＳＷ
　１ＳＷ，２ＳＷ，３ＳＷ，４ＳＷ　　プッシュＳＷ
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